
令和6年度 第１回学術講演会のお知らせ
豊島区⻭科医師会では下記の通り学術講演会を⾏ないます

⽇時：令和６年７⽉31⽇（水）19時半から
場所：豊島区⻭科医師会会館3階ホールおよびZOOMでの同時配信
講師：日本⻭科⼤学生命歯学部　歯科補綴学第1講座

教授 隅田　由香

2001年　東京医科歯科大学医歯学総合研究科修了（歯学博士）
2003年　東京医科歯科大学大学院助教
2005年　東京医科歯科大学大学院講師
2021年　東京医科歯科大学准教授
2023年　日本歯科大学附属病院　総合診療科４　教授
2024年　日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第1講座　教授（併任）

・会館での参加は先着順までとさせていただきます。
・ZOOM参加の先⽣は⽇⻭⽣涯研修登録のため出⽋確認をいたします。
聴講中出席者のお名前が確認できるように設定してください。

お名前 ⽇⻭⽣涯研修 ID（ZOOM 参加の⽅）

会館参加 ZOOM参加

参加ご希望の⽅は事務局 (03-3941-2544)までFAXにてお申し込みください。

ZOOM ミーティングID:989 9558 5609  パスコード:457763 

『増加するMRONJ症例で求められる地域医療での対応』

　MRONJは骨代謝に影響する薬剤に関連する顎骨疾患を指し、現在増加傾向にある疾患
の一つです。今後さらに症例数が増加することが予測され、地域医療においても予防、早
期発見、さらには顎欠損症例への補綴対応が求められます。
　そこで本講演では、最新のMRONJのポジションペーパ改訂版のポイントを概説の上、
補綴治療という側面からの論文レビューを行います。実際のMRONJ症例の供覧を行い、
治療の流れ把握していただいた上で、地域医療で求められる、日常臨床の中でＭＲＯＮＪ
対応を意識した、問診および関係主治医への対診方法などをお話申し上げます。　　　
　日常臨床での各種配慮は、他の疾患と同様に予防、早期発見、早期治療に繋がります。
地域医療での日常臨床がMRONJの予防、早期発見の成功で、骨壊死を回避できること
は、患者さんはもちろんのこと、医療者側にも望ましいことではないでしょうか？　
　補綴歯科専門医の立場より、MRONJの予防と早期発見を可能とする日常臨床ポイント
と顎欠損症例への対応をご紹介し、今後の病診連携や医歯薬連携のあり方を、先生方と共
に考えていく機会とさせていただければ幸いです。

【略 歴】
1997年　日本歯科大学卒業
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令和５年度第１回学術講演会のお知らせ
豊島区⻭科医師会では下記の通り学術講演会を⾏ないます

⽇時：令和4年11⽉24⽇（⽊）19時半から
場所：豊島区⻭科医師会会館3階ホールおよびZOOMでの同時配信
演題名：⻭科開業医における⼝腔外科〜ストレスフリー
な治療のために〜
講 師：澁井武夫(⽇本⻭科⼤学附属病院⼝腔外科教授)

講師略歴
1999年⽇本⻭科⼤学⻭学部卒業
2003年⽇本⻭科⼤学⼤学院⻭学研究科修了
2003年東京⻭科⼤学⼝腔外科学第Ⅱ講座病院助⼿
2005年東京⻭科⼤学⼝腔外科学講座助⼿
2011年東京⻭科⼤学⼝腔外科学講座講師
2011年中華⼈⺠共和国北京⼤学⼝腔医学院臨床研究員
2013年東京⻭科⼤学オーラルメディシン・⼝腔外科学講座講師
2017年東京⻭科⼤学オーラルメディシン・⼝腔外科学講座准教授
2020年東京⻭科⼤学オーラルメディシン・⼝腔外科学講座教授
2020年⽇本⻭科⼤学附属病院⼝腔外科教授

・会館での参加は先着順までとさせていただきます。
・ZOOM参加の先⽣は⽇⻭⽣涯研修登録のため出⽋確認をいたします。
聴講中出席者のお名前が確認できるように設定してください。

お名前 ⽇⻭⽣涯研修 ID（ZOOM 参加の⽅）

会館参加 ZOOM参加

参加ご希望の⽅は事務局 (03-3941-2544)までFAXにてお申し込みください。

ZOOM ミーティングID: 912 3876 9988 パスコード: 254753

抄 録
簡単な抜⻭だと思って⼿をつけたら予想以上に困難で、なかなか抜けない。次の

患者も待たせてしまっている。やっと抜けたと思ったら出⾎が⽌まらない・・・。
なんていうことは「抜⻭あるある」ではないでしょうか？時間がかかっても、「結
果良ければ全て良し」と問題ない症例もあれば、術後出⾎で再来院となる症例もあ
ります。時にはオトガイ神経知覚異常が⽣じてしまうことも・・・。その様な事態
の対応には⼤きなストレスを抱えてしまうことになります。なぜその様なことが⽣
じてしまうのでしょうか。それはきっと⼿術の難易度と、種々のリスク判断の⽢さ
からくるのではないでしょうか。
講演ではリスクの⾼い症例か否か、⻭科開業医でどのレベルの外科処置まで許容
されるのか、各種ガイドラインの再確認、⼿術後の経過や合併症とその対応につい
て具体的な症例を提⽰して皆さんと「ストレスフリーな⼝腔外科診療」について考
えてみたいと思います。




